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２． QuickBird 衛星について  
 QuickBird 衛星は、 2001 年 10 月 19 日に打ち上げられ、現在利用可能な商業
高分解能衛星の中で最高の 61cm（パンクロ、直下視）の分解能をもつ。軌道は
高度 450km の太陽同期軌道で 1～ 3.5 日に一度同じ場所の観測ができる。  





３． QuickBird 画像の判読性  





ンクロ画像と 2 .4m 解像度のマルチカラー画像より、パンシャープン画像を作成
し、目視により行った。マルチカラー画像には、近赤外波長のバンドも含まれる。  







 ドを含む画像を利用すると、植生の違いを認識することも容易に行えた。  
 
４． QuickBird 画像の位置精度  
 位置精度の評価は、画像に明確に写っている地物の測量結果と画像計測により
得られた地理座標を比較して行った。様々なプロダクトについて検討するため、
標準画像の単画像と基本ステレオ画像の 2 種類について評価を行った。  
4 -1 .QuickBird 標準画像（単画像）の水平位置精度  
 評価した画像は、 3 章の判読性の評価に使用した茨城県牛久市周辺のパンクロ
画像である。標準画像の元画像の他にオルソ補正画像についても評価を行った。
測量成果としては、 GPS 測量による実測値（ 6 点）及び 1/2 ,500 都市計画図の図
上計測値（ 11 点）を用いた。  





4 -2 .QuickBird 基本ステレオ画像の三次元位置精度  





を関連付けるパラメータによる数学的モデル（ RPC モデル）を構築できる。  
 これら 2 つの三次元モデルについて、 GPS 測量による測量成果 60 点を用い、
位置精度の評価を行った。  






























 RPC モデルにおいて、鉛直方向誤差が収束した原因は、RPC モデルが空間の四
隅の座標値と画像の四隅の座標値を数学的に対応させるものであるため、モデル
の傾きが補正された可能性がある。それゆえ、厳密モデルで傾きが観測された場









純な変換式で補正することは不可能である。そこで、画像中心と周縁 4 辺に 1 点
ずつの 5 点の地上基準点を用いた標定を行うことが有効であると考える。  
 RPC モデルにおいて、画像基準点 1 点による標定及び 5 点による標定を行い、
水平位置誤差を基準点なしの場合と比較したところ、基準点なしで 13 .8m であっ
た誤差が 1 点で 1 .4 m、 5 点で 0 .6ｍに改善された。この結果から、基準点 5 点を
用いて標定することで高精度な地理情報が得られることが証明された。 
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